
１．はじめに

気象学の非常に重要な応用分野である天気予報，そ

の日本における歴史は優に１世紀以上も前の明治初期

に遡る．現在の天気予報は気象学を始めとする観測・

通信・情報処理技術の発展を基盤として，今日まで長

足の発展を遂げてきた．予報技術の変遷をみると，明

治中期に始まり第２次世界大戦頃まで50年以上も続い

た「主観的・地上天気図時代」，ついで昭和20年代に

可能となった高層気象データも利用した「主観的・地

上・高層天気図時代」へと進化し，その後，昭和

34（1959）年４月の真空管を用いた電子計算機

IBM704の気象庁への導入による数値予報の幕開け

が，現代の「客観的・数値予報時代」へと徐々にとっ

て変わってきた．近年のいわゆるピンポイント予報な

るものは，数値予報を利用したまさに「きめ細かい」

天気予報の象徴である．また予報期間が１週間を超え

てはるか１か月以上への延長を可能としたアンサンブ

ル予報の出現も数値予報の大きな成果である．しかし

ながら，１か月や３か月予報のきめ細かさは北海道地

方，関東甲信地方などが予報区であり，ピンポイント

予報とは桁外れに広い．最近では一つの予測モデルで

数日先までの短期予報から，季節予報や気候変動まで

すべての予報を継ぎ目なく行うことを目指したシーム

レス（seamless）予報なども議論されている．本稿

では普段よく耳にする天気予報の「きめ細かさ」につ

いて，気象現象の基本的な性質や予報技術の観点か

ら，その変遷を踏まえつつ考察してみたい．

２．１世紀前の天気予報

日本における気象事業は，明治８（1875）年６月１

日，東京気象台が赤坂葵町（現在の虎ノ門にあるホテ

ルオークラ東京付近）の地に創立され，同５日から毎

日３回の定常的な気象観測が始まったことに由来す

る．その後各地に国営および県営の測候所が開設さ

れ，最初の天気予報は，全体で22か所の測候所が展開

された明治17（1884）年６月１日に発表された．当時

の天気図は石版印刷（石版石を版材とした平版印刷）

され，天気予報とともに警視庁や交番に掲示され，次

第に地方でも掲示が広がった．また天気図の新聞への

掲載は大正13（1924）年から始まった．

約１世紀前の天気図と予報を見てみよう．第１図は

1905（明治38）年５月26日発行の天気図で，中央に当

日06時の天気図，左欄に前日14時（上段）と22時（下

段）の天気図も小さく併記されている．別面には（こ

こには示していない）約100か所（国内86，海外16）

の測候所の観測データ一覧表とその右端欄に天気概況

と天気予報が記載されている．天気予報の開始以来，

約20年を経た時点である．

具体的に天気予報を眺めてみよう．日本全体を「気

象区図」として10区の予報区に分け，それぞれを対象

に予報が行われている．気象庁の現行の「地方予報

区」の源流である．例えば，東京が含まれる第５区は

波切（三重県大王崎付近），津，岐阜，名古屋，浜松，

長津呂，沼津，横須賀，横浜，東京，熊谷，布良，銚

子が含まれている．別途，東京のみが単独の予報

（区）となっているのが注目される．第１図の日本地

図に示した破線は，筆者が全10区を書き入れたもので

ある．これを見るときめ細かさの一つである予報区

は，いわゆる気候区分を念頭に設定されており，現在

の地方ブロックと同規模の広がりである．なお，当時
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の気象警報は暴風警報のみであるが，区割りは天気予

報と同じであった．

つぎに５月27日にたいする予報を見ると，第２・３

・４区をひとまとめにして「北又ハ西ノ風概ネ曇後

晴」，第５・６・７・８区をひとまとめにして「南ノ

風概ネ雨後曇り」となっており，日本列島を大きく丸

めた表現となっている．この例では西日本や中部地方

全体がそれぞれ同じ予報となっている．予報要素は

風，晴・曇天，雨で，気温は言及されていない．予報

の有効期間についてみると，「天気予報欄には当日午

後６時以降24時間における多望の天気を掲げる」と凡

例に記されているので，予報の有効時間は24時間で，

天気は１日を通して卓越する天気や風を対象としてお

り，一種の平均値である．予報のリードタイムでみる

と，天気予報の掲示は昼頃と推測されるので，18時の

予報のスタートまで十分なリードタイムがあったこと

になる．当時の予報技術は，日々の天気を高・低気圧

の経路や消長と結びつけたシノプティック（総観気象

学）が対象であり，人による天気図と天気の分類や経

験に基づいた主観的技術である．まだ前線の概念がな

かった．天気予報のきめ細かさはこのように空間的に

も時間的にも大きく丸められ，現在とは比べものにな

らないほど粗かった．

少し寄り道になるが，この第１図の天気図は日露戦

争における日本海海戦の前日のもので，中央気象台で

予報作業に用いられた．翌日の海戦の日（明治38年５

月27日）に対する対馬近海の天気予報は「天気晴朗ナ

ルモ浪高カルヘシ」と言われているが，この地域は第

４区の西縁にあたる．海戦当日27日の地上天気図を第

２図に示す．上述のように予報は「北又ハ西ノ風概ネ

曇後晴」となっており，黄海および九州西方に中心を

持つ低気圧が北東に進み，対馬海峡付近もその後面に

入ると見込んだようだ．当時の予報課長岡田武松（後

に中央気象台長）は第１図の天気図などを解析して現

地の予報を作成し，至急電報として陸上は有線回線

で，洋上は海底ケーブルで，そして最後は船舶による
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第１図 明治38（1905）年５月26日発行の天気図（中央が26日06時，左欄上が25日14時，下が同22時）（気象庁
資料）．
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